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二十祭の準備時間にお話をうかがいました二十祭の準備時間にお話をうかがいました

　1
月
、新
た
に
20
歳
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
が
二
十
祭

（
旧・成
人
式
）に
集
い
ま
し
た
。

　学
校
で
の
学
び
や
政
治
と
の
関
わ
り
、今
後
の
目
標

な
ど
に
つ
い
て
広
報
委
員
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

社
会
の
こ
と
を
学
び
、
生

か
そ
う
と
す
る
真
摯
な
姿
勢

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
私

た
ち
政
治
家
も
が
ん
ば
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
ち
の
学
年
は
、
高
校
の

入
学
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
が
重
な
り
、
学
校
行
事
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
マ
ス
ク
で
同
級

生
の
顔
が
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
り

と
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
。
い
ま
は
大
学
や
専
門
学
校

高
校
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た

挙
は
、
親
や
友
人
と

も
話
し
な
が
ら
、
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
を
得
て
投

票
し
て
い
ま
す
。

　ただ
、
住
民
票
が
大
刀
洗
町

に
あ
る
場
合
は
、
帰
省
し
て
投

票
す
る
と
な
る
と
大
変
な
の

で
、
も
っ
と
投
票
し
や
す
い
制

度
に
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
学
生
と
し
て
、
学
費
や
奨

学
金
の
負
担
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。

学
で
幼
児
教
育
や
保
育

を
学
ぶ
な
か
で
、
日
本

が
子
ど
も
を
産
み
に
く
い
、
子

育
て
し
に
く
い
環
境
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
費
用
負
担
の
軽

減
は
も
ち
ろ
ん
、
公
園
の
整
備

な
ど
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

選
挙
は
で
き
る
限
り
行
き
ま
す

際
的
な
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
途
上
国
の
貧

困
も
深
刻
で
す
が
、
日
本
で
も
課

題
は
多
く
、
教
育
格
差
だ
け
で
な

く
体
験
格
差
も
広
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
幸
福
度
を

上
げ
る
政
策
が
必
要
と
思
い
ま

す
。

刀
洗
町
は
自
然
が
豊
か

で
、
景
色
に
癒
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
い
っ
ぽ
う
町
内

で
も
人
口
が
増
え
て
い
る
と
こ
ろ

と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
地
域
格

差
が
大
き
い
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
町
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い

で
す
。

れ
か
ら
社
会
に
出
る
の

で
、
給
料
や
労
働
条
件
な

ど
、
働
く
環
境
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
若
い
世
代

に
対
す
る
政
策
が
充
実
し
て
ほ
し

い
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も
重

要
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ツ
科
学
を
専
攻
し
て

お
り
、
障
害
の
あ
る
人

や
、
歳
を
と
っ
て
も
生
涯
楽
し
め

る
よ
う
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
体
育

が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

社
会
の
あ
り
方
や
子
育
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　若者
の
待
遇
に
興
味

歳
の
み
な
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た

で
、
落
ち
着
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　学ん
で
い
る
う
ち
に
、
社
会
の

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
気
づ
い
て
、

就
職
先
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。 歳

の

20
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　1
月
、新
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（
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目
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百
条
委
員
会
を
設
置
、調
査
中

緊 急
報 告

12
月
議
会
の
最
終
日
に
、
特
定
の
問

題
に
つ
い
て
調
査
す
る
決
議
が
提
案
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　これ
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
百
条

に
も
と
づ
く
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

強
い
権
限
を
も
っ
て
調
査
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　議会
か
ら
選
出
さ
れ
た
5
名
の

委
員
が
、関
連
す
る
文
書
の
提
出

や
証
人
の
出
頭
を
求
め
、問
題
点

を
調
査
し
ま
す
。

　この
委
員
会
は
、定
例
会
以
外

の
期
間
も
、継
続
し
て
活
動
し
ま

す
。

　最近
の
質
疑
の
な
か
で
、町
課

長
に
よ
る
宿
泊
証
明
書
の
自
作

と
、そ
れ
に
よ
る
宿
泊
費
の
受
け

取
り
が
発
覚
し
た
た
め
、ほ
か
に

も
不
正
な
支
出
や
文
書
が
な
い

か
、ま
た
懲
戒
の
運
用
は
妥
当
か

ど
う
か
を
調
査
し
ま
す
。

百条委員会とは？

❶ 公金の支出に関する事務
❷ 職員の懲戒に関する規定および運用
❸ その他、上記に関する事項

「公金の支出及び職員の懲戒規定等に
関する調査特別委員会」

な
ぜ
調
査
を
？

調
査
の
流
れ
は
？

　地方自治法第100条にもとづいて設置される特別委員会で、国政調査権
に準ずる強い権限を持ち、行政の事務について調査をおこないます。

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

強い権
限、

罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も罰則も

議 会
（委員会）

町長などの
執行機関・関係者の出頭や証言

・記録の提出

要  求

6カ月以下の禁錮または
10万円以下の罰金

証言を拒
む ウソの証言

3カ月以上
5年以下の禁錮

調 査 内 容

12月19日の第1回委員会で、5名の委員（古
賀委員長、白根副委員長、實藤、平山、河野各
委員）を選出し、年明けから調査に取りかかっ
ています。

●本会議で、公金の支出や職員の懲
戒に関する事務を調査することを
可決、百条委員会を立ち上げて権
限や調査を付託
●第1回委員会をひらき、正副委員長
を互選

●会計担当者から、宿泊費の処理方法
などについて聞き取り
●町から提出された資料について協議

●職員の宿泊費や「さくら市場」（かて
て）の支出に関する関係書類の提出
を町に要求
●参考人として会計担当者を招致する
ことを決定

調査期間は決まっておらず、付託さ
れた調査が終了するまで閉会中も百条
委員会が活動します。
　最終的には、委員会が議会に報告書
を提出し、議会として行政に問題の指
摘や改善を求める形が一般的です。内
容によっては刑事告発をおこなうこと
も考えられます。

私
た
ち
の
税
金
が
正
し

く
管
理
さ
れ
支
出
さ
れ
て

い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。　住民

代
表
の
立
場
で
、

公
金
の
流
れ
を
厳
し
く
調

査
し
て
い
ま
す
。

古賀委員長

今後の予定は？

いま
 ココ

�����
���

����

第 2回委員会

第 1回委員会

第 3回委員会
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調査期間は決まっておらず、付託さ
れた調査が終了するまで閉会中も百条
委員会が活動します。
　最終的には、委員会が議会に報告書
を提出し、議会として行政に問題の指
摘や改善を求める形が一般的です。内
容によっては刑事告発をおこなうこと
も考えられます。

私
た
ち
の
税
金
が
正
し

く
管
理
さ
れ
支
出
さ
れ
て

い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。　住民

代
表
の
立
場
で
、

公
金
の
流
れ
を
厳
し
く
調

査
し
て
い
ま
す
。

古賀委員長

今後の予定は？

いま
 ココ

�����
���

����

●会計担当者から、宿泊費の処理方法

第 2回委員会

第 1回委員会

第 3回委員会
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中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
追
加
へ

補正予算
など

専
決
処
分

　補
正
予
算
で
は
、
中
学
校
の
普

通
教
室
や
調
理
室
へ
の
空
調
設
置

な
ど
で
2
億
円
あ
ま
り
を
追
加

し
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
98

億
７
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

追加額

中学校のエアコンを追加設置 2000万円

のりあい定額タクシーの費用を追加 170万円

障害者（児）の介護・訓練などに給付 5860万円

児童手当の支給額を変更、追加 6760万円

■追加されたおもな予算

12
月
議
会
で
は
、
予

算
の
追
加
の
ほ
か
、
教

育
長
の
人
事
な
ど
12
件

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

可
決
し
ま
し
た
。

私はこう判断 松
本

　照行

古
賀

　世章

中
村

　竜博

平
田

　康雄

實
藤

　量德

安
丸
眞
一
郎

平
山

　賢治

河
野

　政之

大
石

　
　純

白
根

　美穂

野
瀬

　繁隆

高
橋

　直也

会
議
の
結
果

一般会計（専決）

一般会計、国保、後期高齢者医療、下水道事業会計 

教育長 

教育委員（1名）

人権擁護委員（1名）  

重度障がい者医療費、ひとり親家庭医療費の改正（専決処分）

職員の給与に関する条例改正（2件） 

公金の支出に関する事務及び職員の懲戒規程等の調査に関する決議

補正予算

人 事

決 議

条 例

承認

可決

同意

同意

適任

承認

可決

可決

－

－

－

－

－

－

－

－

欠

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

×

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

×

○

－

○

○

○

欠

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

×

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

討
論平

山

　任
期
満
了
に
と
も
な
い
再

任
。
任
期
は
3
年
間
。

　前
任
者
の
退
任
に
と
も
な
い

新
任
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら

4
年
間
。

　職
員
の
不
祥
事
に
対
し
て
長

の
責
任
が
果
た
せ
て
い
な
い
。

対
応
の
う
え
、
3
カ
月
後
に
再

度
提
案
い
た
だ
き
た
い
。

　任
期
満
了
に
と
も
な
い
再

任
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
3

年
間
。

　国
保
や
後
期
高
齢
者
医

療
、
下
水
道
事
業
の
補
正
予

算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

中学校の教室に設置されている空調

●
衆
議
院
議
員
選
挙
の
費
用

　（8
2
0
万
円
）
を
追
加

●
重
度
障
が
い
者
（
児
）

　医
療
費
に
関
す
る
条
例
改
正

●
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
医
療
費
に

　関
す
る
条
例
の
改
正

議員

　の
り
あ
い
定
額
タ
ク
シ
ー
の
費
用

が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
。

課長

　制
度
が
知
ら
れ
て
利
用
者
が
増
え

た
こ
と
と
、
運
賃
が
値
上
げ
と
な
っ

た
た
め
。

議員

　生
徒
の
健
康
維
持
の
た
め
に
エ
ア

コ
ン
の
設
置
は
賛
成
す
る
が
、
新
設

し
て
5
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
の

に
、
な
ぜ
追
加
が
必
要
な
の
か
。

課長

　平
成
30
年
に
パ
ネ
ル
形
式
の
空
調

を
設
置
し
た
が
、
近
年
の
気
温
上
昇

や
感
染
対
策
と
し
て
換
気
が
必
要
に

な
り
、
室
温
が
上
昇
し
た
た
め
追
加

設
置
し
て
補
助
的
に
使
用
す
る
。

議員

　気
温
上
昇
や
換
気
の
必
要
性
は
5

年
前
に
も
議
会
で
再
三
指
摘
し
て
お

り
新
し
い
事
情
で
は
な
い
。
ど
こ
ま

で
不
誠
実
な
答
弁
を
続
け
る
の
か
。

　ま
た
、
当
時
の
安
丸
町
長
は
「
な

に
か
あ
っ
た
ら
私
が
責
任
を
取
る
」

と
議
会
で
明
言
し
て
お
り
、
議
員
の

多
数
も
生
徒
の
健
康
を
考
え
て
や
む

な
く
賛
成
し
た
面
も
あ
る
。
今
回
の

追
加
費
用
は
当
然
前
町
長
に
請
求
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町長

　当
時
、
パ
ネ
ル
式
は
静
音
や
風
が

出
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
と
づ

き
設
置
し
て
お
り
、
今
回
の
追
加
は

現
在
の
条
件
に
適
さ
な
い
こ
と
が
原

因
な
の
で
、
当
時
の
町
長
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

人　事

平
田

　現
場
で
の
経
験
を
生
か
し
、

学
力
向
上
や
不
登
校
対
応
な
ど

に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
お
り
適
任
。

気 に な る 事 業

教
育
長
人
事
へ
の
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補正予算
など

　補
正
予
算
で
は
、
中
学
校
の
普

通
教
室
や
調
理
室
へ
の
空
調
設
置

な
ど
で
2
億
円
あ
ま
り
を
追
加

し
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
98

億
７
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

追加額

12
月
議
会
で
は
、
予

算
の
追
加
の
ほ
か
、
教

育
長
の
人
事
な
ど
12
件

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

可
決
し
ま
し
た
。

私はこう判断 松
本

　照行

古
賀

　世章

中
村

　竜博

平
田

　康雄

實
藤

　量德

安
丸
眞
一
郎

平
山

　賢治

河
野

　政之

大
石

　
　純

白
根

　美穂

野
瀬

　繁隆

高
橋

　直也

会
議
の
結
果※議長は採決に加わりません（○…賛成、×…反対、欠…欠席）

一般会計（専決）

一般会計、国保、後期高齢者医療、下水道事業会計 

教育長 

教育委員（1名）

人権擁護委員（1名）  

重度障がい者医療費、ひとり親家庭医療費の改正（専決処分）

職員の給与に関する条例改正（2件） 

公金の支出に関する事務及び職員の懲戒規程等の調査に関する決議

補正予算

人 事

決 議

条 例

承認

可決

同意

同意

適任

承認

可決

可決

－

－

－

－

－

－

－

－

欠

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

×

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

×

○

－

○

○

○

欠

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

×

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

討
論平

山

教育長

柴田  晃次
しばた こうじ

さん（再）

　任
期
満
了
に
と
も
な
い
再

任
。
任
期
は
3
年
間
。

早野  由紀子
はやの ゆきこ

さん（新）

　前
任
者
の
退
任
に
と
も
な
い

新
任
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら

4
年
間
。

　職
員
の
不
祥
事
に
対
し
て
長

の
責
任
が
果
た
せ
て
い
な
い
。

対
応
の
う
え
、
3
カ
月
後
に
再

度
提
案
い
た
だ
き
た
い
。

阿波  静代
あなみ しずよ

さん（再）

　任
期
満
了
に
と
も
な
い
再

任
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
3

年
間
。

教育委員

人権擁護委員
　国
保
や
後
期
高
齢
者
医

療
、
下
水
道
事
業
の
補
正
予

算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

議員

議員議員

人　事

菊池連絡所は存続へ

宿泊税交付金の活用は

　毎月の全員協議会で、町の動きにつ
いて報告を受けて議論しています。

　町が存廃を検討していた菊池連絡所
について、1月の全員協議会で再度説明
があり、地元の意見も踏まえて今後も
存続させるとの報告がありました。

　県が徴収した宿泊税を、観光振興を
図る事業に対して市町村に交付するも
のです。

反
対

平
田

　現
場
で
の
経
験
を
生
か
し
、

学
力
向
上
や
不
登
校
対
応
な
ど

に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
お
り
適
任
。

賛
成

 R2　甲冑作成

 R3　観光ノベルティ作成 R3　観光ノベルティ作成

 R4　観光パンフ作成など R4　観光パンフ作成など

 R5　たけみつくんノベルティ R5　たけみつくんノベルティ

 R6　農産品を活用した観光イベント R6　農産品を活用した観光イベント

47万円

57万円

73万円

80万円

140万円（うち交付金50万円）

気 に な る 事 業

教
育
長
人
事
へ
の

かっちゅう
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他市町村の状況を
調査したい

女性職員とあらぬ疑いを
生まぬため

宿泊先を虚偽申告した
理由は

公益活動を推進する
条例の制定を

　町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
公
益
活
動
に

対
す
る
町
の
認
識
と
、
社
協
と

の
住
み
分
け
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

議員議員 町長

　子
ど
も
見
守
り
隊
の

活
動
に
つ
い
て
、
町
の

評
価
や
認
識
は
。

議員議員

議員議員

　現
在
は
条
例
制
定
の

予
定
は
な
く
、
公
益
活

動
に
つ
い
て
の
担
当
も
未
整
備

で
あ
る
。
今
後
、
ほ
か
の
市
町

村
の
状
況
も
調
査
し
た
い
。

町長

　社
協
な
ど
か
ら
助
成

を
受
け
て
い
る
団
体
も

あ
る
よ
う
だ
が
、
見
守
り
活
動

に
ま
ず
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
、
各
代
表
か
ら
聞
き
取
り

た
い
。

教育長

見
守
り
隊
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

教
育
長

ど
の
よ
う
な
支
援
が

　
　
　必要
か
調
査

議員議員 な
ぜ
議
事
録
は

　
　
　
　ない
の
か

　
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
社
協
に
ま
か
せ
き
り

に
な
っ
て
い
る
。
町
は
も
っ

と
積
極
的
・
主
体
的
に
支
援

や
助
成
を
す
べ
き
だ
。

　
文
月
の
櫓
替
え
が
、
積

年
の
煤(

不
祥
事)

や
垢

(

悪
習
慣)

を
祓
い
、
無
垢

な
る
倫
へ
を
念
ず
る

が
・・・・
過
分
な
る
可
欲
か
？

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会事務局、各校区センターで

もご覧いただけます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

松本 照行 議員
まつもと てるゆき

一 般 問質
町政を問う！

推
進
す
る
条
例
を
制
定
し
た
り
、

活
動
を
支
え
る
担
当
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　地
域
や
家
族
の
つ
な

が
り
が
希
薄
化
す
る
な

か
、
地
域
で
の
自
主
的
な
支
え

合
い
や
、
社
会
に
参
画
し
活
躍

す
る
機
会
と
し
て
ま
す
ま
す
重

ふ
み
つ
き

や
ぐ
ら
が
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令和7年2月14日発行9

他市町村の状況を
調査したい

女性職員とあらぬ疑いを
生まぬため

町長課長

宿泊先を虚偽申告した
理由は

公益活動を推進する
条例の制定を

日々の子ども見守り活動（北鵜木）パソコンで自作した宿泊証明書

議員

　こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、

町
民
と
の
協
働
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
、
で

き
る
だ
け
少
な
い
財
政
負
担
で
、

町
民
も
自
負
や
喜
び
を
持
て
る

事
業
展
開
が
必
要
と
思
う
。
そ

の
た
め
に
町
民
の
公
益
活
動
を

議員

議員

　子
ど
も
に
安
心
を
与

え
る
た
め
に
も
、
見
守

り
隊
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を

統
一
す
る
助
成
は
で
き
な
い
か
。

議員

　課
長
が
北
九
州
市
に

出
張
し
、
下
関
市
に
宿

泊
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

別
の
宿
泊
施
設
名
を
記
し
た
ニ

セ
の
宿
泊
証
明
書
を
自
作
し
た

理
由
は
。

議員

　自
作
の
宿
泊
証
明
書

は
私
文
書
偽
造
に
あ
た

る
と
思
う
が
、
町
の
懲
罰
規
程

に
は
そ
れ
に
か
か
る
処
分
規
程

が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
。

議員

　同
行
し
た
女
性
職
員

と
同
じ
宿
泊
先
で
あ
っ

た
の
で
、
同
施
設
だ
と
あ
ら
ぬ

憶
測
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
北
九
州
市
に
宿
泊
し
た

と
の
自
作
の
証
明
書
を
添
付
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

課長

　暑
い
日
、
寒
い
日
、

雨
の
日
関
係
な
く
１
年

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
防
犯

対
策
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
感
謝
し
て
い
る
。

町長

　本
町
職
員
の
懲
戒
処

分
に
関
す
る
基
準
は
、

国
の
人
事
院
作
成
の
懲
戒
処
分

の
指
針
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
。

教育長

　庁
議
や
朝
礼
な
ど
を

通
じ
、
改
め
て
信
用
失

墜
行
為
の
禁
止
や
法
令
遵
守
な

ど
周
知
徹
底
を
図
っ
て
き
た
。

　今
後
も
研
修
な
ど
を
含
め
、

職
員
の
指
導
監
督
に
努
め
る
。

町長

　議
事
録
は
作
成
し
て

い
な
い
。
全
文
を
記
録

し
た
議
会
の
議
事
録
の
よ
う
な
形

で
作
る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
、

他
の
団
体
も
調
査
し
判
断
し
た
い
。

町長 見
守
り
隊
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

　こ
の
問
題
を
扱
っ
た

分
限
調
査
委
員
会
の
議

事
録
は
総
務
課
が
作
る
ル
ー
ル

だ
が
、
議
事
録
は
作
成
し
た
か
。

議員議員 な
ぜ
議
事
録
は

　
　
　
　ない
の
か

町
長
他
団
体
の
事
例
も

　調査
し
判
断
す
る

　
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
社
協
に
ま
か
せ
き
り

に
な
っ
て
い
る
。
町
は
も
っ

と
積
極
的
・
主
体
的
に
支
援

や
助
成
を
す
べ
き
だ
。

　
文
月
の
櫓
替
え
が
、
積

年
の
煤(

不
祥
事)

や
垢

(

悪
習
慣)

を
祓
い
、
無
垢

な
る
倫
へ
を
念
ず
る

が
・・・・
過
分
な
る
可
欲
か
？

コチラ

コチラ

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

古賀 世章 議員  議員  
こ が としあき

一 般 問質
町政を問う！

要
と
考
え
る
。
今
後
も
社
協
と

連
携
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
。

　再
発
防
止
を
講
じ
周

知
す
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
。

　ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
は
。

ふ
み
つ
き

や
ぐ
ら
が
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町長各校に合った防犯を
指導する

教育長ほかにはないと認識教育長

小中学校も
しっかりした防犯を

引きこもりの解消に
向けた施策を

職員の不正は
再調査すべきでは

　若
者
の
引
き
こ
も

り
の
現
状
や
課
題
解

消
の
た
め
の
対
応
は
。

議員

　８
０
５
０
問
題
や
課

題
解
決
の
施
策
な
ど
は
。

議員

　平
成
13
年
に
大
阪
の

池
田
小
学
校
で
悲
惨
な

事
件
が
起
こ
っ
た
が
、
本
町
で

の
防
犯
対
策
は
。

議員

　防
犯
用
具
の
数
、
防

犯
訓
練
の
回
数
、
学
校

敷
地
へ
の
侵
入
対
策
は
。

議員

　来
校
者
の
記
帳
を
行

っ
て
お
り
１
〜
３
年
ほ

ど
保
存
し
て
い
る
。
大
堰
小
で

は
12
月
か
ら
正
面
玄
関
を
施
錠

し
て
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
対
応
し

開
錠
し
て
い
る
。
そ
の
効
果
や

教育長

　行
政
が
正
常
に
機
能

し
て
い
な
い
問
題
に
つ

い
て
、
議
会
か
ら
何
度
も
苦
言

を
呈
し
て
き
た
が
、
対
応
は
。

一
部
の
不
誠
実
な
職
員
の
悪
影

響
が
大
き
く
、
不
正
が
幅
を
利

か
せ
て
い
る
の
で
は
。

議員

　法
務
の
強
化
の
た
め

に
行
政
係
を
新
設
し
た

り
、
議
案
の
十
分
な
確
認
な
ど
組

町長

　町
の
顧
問
弁
護
士
の

見
解
に
よ
れ
ば
、
刑
法

上
の
罪
に
は
あ
た
ら
な
い
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。

町長

　課
長
が
宿
泊
証
明
書

を
偽
造
し
て
宿
泊
費
を

受
け
取
っ
た
事
案
が
あ
る
が
、

詐
欺
罪
に
当
た
る
の
で
は
。

議員

　１
年
半
前
の
事
案
な

の
に
、
顧
問
弁
護
士
に

相
談
し
た
の
が
今
月
と
い
う
の

も
ず
さ
ん
す
ぎ
る
し
、
ニ
セ
書

類
で
公
金
を
支
出
し
た
管
理
側

の
責
任
も
重
大
で
は
な
い
か
。

議員

　問
題
発
覚
以
降
の
旅

費
規
程
を
調
べ
た
ら
、

強
化
ど
こ
ろ
か
逆
に
甘
く
改
変

さ
れ
、
宿
泊
証
明
書
も
必
要
な

く
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

議員

　組
織
の
正
常
化
の
た

め
に
、
内
部
の
批
判
を

聞
き
取
る
こ
と
や
、
公
益
通
報

制
度
の
充
実
を
。

議員

　青
パ
ト
は
治
安
対
策

と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
う
が
、

活
動
状
況
は
。

議員

　青
パ
ト
の
保
険
は
一

般
人
は
補
償
対
象
外
と

聞
い
た
が
、
改
善
さ
れ
た
の
か
。

議員

　昨
年
度
の
被
害
額
は

70
万
円
程
度
で
、
こ
れ

ま
で
24
頭
捕
獲
し
た
。
県
に
処

分
施
設
が
設
置
さ
れ
た
の
で
、

殺
処
分
も
含
め
、
委
託
で
き
る

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

町長

　捕
獲
か
ら
処
分
ま
で

の
業
者
委
託
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
思
う
。

課長

　当
初
か
ら
弁
護
士
に

相
談
す
べ
き
と
言
わ
れ

町長

　書
類
を
偽
造
す
る
人

物
が
管
理
職
を
続
け
て

い
る
の
も
お
か
し
い
し
、
本
人

が
関
わ
っ
た
過
去
の
書
類
も
調

査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議員

　確
か
に
あ
い
ま
い
な

表
現
も
あ
り
、
現
在
改

正
を
進
め
て
い
る
。

課長

　登
録
は
3
台
で
、
大

堰
校
区
に
週
1
回
、
本

郷
、
菊
池
校
区
に
週
2
回
程
度

貸
し
出
し
て
い
る
。

教育長

　運
転
手
の
け
が
な
ど

は
保
険
の
対
象
外
と

教育長

　懲
戒
委
員
会
で
調
査

が
行
わ
れ
、
ほ
か
に
は

教育長

　他
の
自
治
体
の
状
況

を
調
査
し
検
討
し
た

い
。町長

ア
ラ
イ
グ
マ
の

　
　
　処分
委
託
を

町
長
委
託
先
を

　
　
　検討
し
た
い

青
パ
ト
の
活
用
状
況

　
　
　
　と保
険
は

教
育
長

自
主
防
犯
活
動
に

　
　感謝
し
て
い
る

平田 康雄議員
ひら た やす お

　
不
登
校
生
の
た
め
の
施

設
の
設
置
に
は
感
謝
す
る

が
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
若
者
の
居
場
所
や
相

談
窓
口
の
整
備
も
重
要
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

は
大
変
よ
い
こ
と
だ
。
同

時
に
防
犯
に
も
い
っ
そ
う

の
注
力
を
期
待
す
る
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
町
は
調
べ
な
い
と
言
う
の

で
、
や
む
を
得
ず
議
会
で

特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
今
後
、
公
金
の
取
り

扱
い
を
調
査
し
ま
す
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議員

　被
害
や
捕
獲
状
況
は
。

　捕
獲
し
た
ア
ラ
イ
グ

マ
に
つ
い
て
捕
獲
か
ら
殺
処
分

ま
で
を
専
門
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　現
状
把
握
は
難
し
い

が
、
若
者
の
引
き
こ
も

り
状
態
が
長
く
続
く
と
８
０
５

０
問
題
へ
発
展
す
る
の
で
、
早

い
段
階
で
の
支
援
が
重
要
。

町長

　若
者
の
引
き
こ
も
り

の
解
消
に
向
け
た
施
策

や
事
業
の
取
り
組
み
を
。
相
談

窓
口
の
整
備
も
必
要
で
は
。

議員

　自
立
支
援
協
議
会
に

も
意
見
を
諮
り
な
が
ら
、

引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
若
者

の
居
場
所
の
整
備
な
ど
、
支
援

体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
。

町長

　関
係
機
関
に
も
意
見

を
諮
り
な
が
ら
相
談
窓

口
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
く
。

課長

町長

　課
題
は
複
雑
・
多
様

で
あ
り
、
親
子
が
社
会

か
ら
孤
立
し
た
り
、
生
活
が
困

窮
す
る
傾
向
に
あ
る
。
早
期
解

消
が
重
要
だ
が
、
当
事
者
ご
と

に
事
情
が
複
雑
な
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

＊
８
０
５
０
問
題
と
は

80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど
も

の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
経

済
的
・
精
神
的
に
強
い
負
担

を
負
う
社
会
問
題
の
こ
と
。

※

青
パ
ト
と
は…

地
域
の
役

員
や
保
護
者
な
ど
が
パ
ト

ロ
ー
ル
の
た
め
に
使
用
す

る
、
青
色
の
回
転
灯
を
装
備

し
た
自
動
車

不
便
な
点
な
ど
を
参
考
に
、
各

校
へ
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　防
犯
用
具
の
サ
ス
マ

タ
の
数
は
各
小
学
校
に

は
３
〜
６
本
準
備
さ
れ
て
い
る

が
、
中
学
校
に
は
１
本
し
か
な

教育長

い
の
で
追
加
や
購
入
を
検
討
し

て
い
る
。
防
犯
訓
練
は
机
上
で

は
全
校
行
っ
て
い
る
が
、
実
際

の
訓
練
は
２
校
で
、
現
在
検
討

中
の
学
校
も
あ
る
。
保
護
者
の

送
迎
や
業
者
の
出
入
り
が
あ
る

た
め
、
門
扉
は
閉
め
て
い
な
い

が
、
管
理
職
の
構
内
巡
回
を

行
っ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
校

門
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

映
像
記
録
を
残
し
て
い
る
。

織
的
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

れ
ば
、
そ
の
通
り
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
。

な
っ
て
い
た
の
で
、
パ
ト
ロ
ー

ル
時
の
事
故
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
保
険
に
加
入
し
た
。
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現
在
改

正
を
進
め
て
い
る
。

課長

　登
録
は
3
台
で
、
大

堰
校
区
に
週
1
回
、
本

郷
、
菊
池
校
区
に
週
2
回
程
度

貸
し
出
し
て
い
る
。

教育長

　運
転
手
の
け
が
な
ど

は
保
険
の
対
象
外
と

教育長

　懲
戒
委
員
会
で
調
査

が
行
わ
れ
、
ほ
か
に
は

教育長

　他
の
自
治
体
の
状
況

を
調
査
し
検
討
し
た

い
。町長

ア
ラ
イ
グ
マ
の

　
　
　処分
委
託
を

町
長
委
託
先
を

　
　
　検討
し
た
い

青
パ
ト
の
活
用
状
況

　
　
　
　と保
険
は

教
育
長

自
主
防
犯
活
動
に

　
　感謝
し
て
い
る

平田 康雄議員
ひら た やす お

　
不
登
校
生
の
た
め
の
施

設
の
設
置
に
は
感
謝
す
る

が
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
若
者
の
居
場
所
や
相

談
窓
口
の
整
備
も
重
要
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

は
大
変
よ
い
こ
と
だ
。
同

時
に
防
犯
に
も
い
っ
そ
う

の
注
力
を
期
待
す
る
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
町
は
調
べ
な
い
と
言
う
の

で
、
や
む
を
得
ず
議
会
で

特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
今
後
、
公
金
の
取
り

扱
い
を
調
査
し
ま
す
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議員

　被
害
や
捕
獲
状
況
は
。

　捕
獲
し
た
ア
ラ
イ
グ

マ
に
つ
い
て
捕
獲
か
ら
殺
処
分

ま
で
を
専
門
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　現
状
把
握
は
難
し
い

が
、
若
者
の
引
き
こ
も

り
状
態
が
長
く
続
く
と
８
０
５

０
問
題
へ
発
展
す
る
の
で
、
早

い
段
階
で
の
支
援
が
重
要
。

町長

　若
者
の
引
き
こ
も
り

の
解
消
に
向
け
た
施
策

や
事
業
の
取
り
組
み
を
。
相
談

窓
口
の
整
備
も
必
要
で
は
。

議員

　自
立
支
援
協
議
会
に

も
意
見
を
諮
り
な
が
ら
、

引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
若
者

の
居
場
所
の
整
備
な
ど
、
支
援

体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
。

町長

　関
係
機
関
に
も
意
見

を
諮
り
な
が
ら
相
談
窓

口
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
く
。

課長

町長

　課
題
は
複
雑
・
多
様

で
あ
り
、
親
子
が
社
会

か
ら
孤
立
し
た
り
、
生
活
が
困

窮
す
る
傾
向
に
あ
る
。
早
期
解

消
が
重
要
だ
が
、
当
事
者
ご
と

に
事
情
が
複
雑
な
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

＊
８
０
５
０
問
題
と
は

80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど
も

の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
経

済
的
・
精
神
的
に
強
い
負
担

を
負
う
社
会
問
題
の
こ
と
。

※

青
パ
ト
と
は…

地
域
の
役

員
や
保
護
者
な
ど
が
パ
ト

ロ
ー
ル
の
た
め
に
使
用
す

る
、
青
色
の
回
転
灯
を
装
備

し
た
自
動
車

不
便
な
点
な
ど
を
参
考
に
、
各

校
へ
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　防
犯
用
具
の
サ
ス
マ

タ
の
数
は
各
小
学
校
に

は
３
〜
６
本
準
備
さ
れ
て
い
る

が
、
中
学
校
に
は
１
本
し
か
な

教育長

い
の
で
追
加
や
購
入
を
検
討
し

て
い
る
。
防
犯
訓
練
は
机
上
で

は
全
校
行
っ
て
い
る
が
、
実
際

の
訓
練
は
２
校
で
、
現
在
検
討

中
の
学
校
も
あ
る
。
保
護
者
の

送
迎
や
業
者
の
出
入
り
が
あ
る

た
め
、
門
扉
は
閉
め
て
い
な
い

が
、
管
理
職
の
構
内
巡
回
を

行
っ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
校

門
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

映
像
記
録
を
残
し
て
い
る
。

織
的
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

れ
ば
、
そ
の
通
り
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
。

な
っ
て
い
た
の
で
、
パ
ト
ロ
ー

ル
時
の
事
故
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
保
険
に
加
入
し
た
。
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おおいし じゅん

安丸 眞一郎 議員
やすまる しんいちろう

白根 美穂 議員
しら ね み　ほ

統廃合は考えていない教育長存続させたい町長時間をかけて検討、
研究したい

教育長

めぐるステーションの
今後は

近隣では
小学校の統廃合もあるが給食費の公会計化を早急に

　久
留
米
市
な
ど
で

は
小
学
校
の
統
廃
合

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
当
町
で

は
今
後
も
大
堰
小
の
児
童
数
が

減
っ
て
い
く
状
況
に
あ
る
が
、

学
校
は
存
続
す
べ
き
で
は
。

議員

　児
童
数
を
増
や
す

に
は
、
人
口
増
の
取

り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、
町

と
し
て
の
対
策
、
対
応
は
。

議員

　で
あ
れ
ば
そ
の
ほ

ど
ん
ど
が
海
外
輸
出

議員

　現
時
点
で
は
統
廃
合

は
考
え
て
い
な
い
。小

規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

教
育
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の

施
策
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

教育長

　各
小
学
校
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
非
常
に

大
切
な
も
の
だ
と
認
識
し
て
い

町長

　め
ぐ
る
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
は
ど
う
処
理
し
て
い
る
か
。

議員

　ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
多

く
の
町
民
の
希
望
も
あ

る
の
で
存
続
さ
せ
た
い
。

町長

　管
理
や
徴
収
シ
ス
テ

ム
導
入
費
用
、
収
納
業

務
に
対
応
す
る
人
員
、
体
制
の

強
化
、
食
材
調
達
方
法
の
整
理

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

教育長

　給
食
費
の
徴
収
・
管

理
は
お
も
に
事
務
職
員

が
行
い
、
食
材
の
発
注
、
支
払

い
は
、
栄
養
教
諭
や
養
護
教
諭
、

管
理
職
、
給
食
担
当
な
ど
が
分

担
し
行
っ
て
い
る
。

教育長

　分
別
回
収
は
定
着
し

て
お
り
継
続
す
る
。「
キ

エ
ー
ロ
」
助
成
は
検
討
す
る
。

町長

　町
に
は
米
農
家
も
一

定
数
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
米
の
現
物
配
布
よ
り
も
、

必
要
な
も
の
を
購
入
す
る
こ
と

町長

　給
食
の
公
会
計
化
と

は
、
給
食
費
な
ど
の
取

り
扱
い
を
学
校
で
は
な
く
自
治

体
の
会
計
に
組
み
入
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
教
育
現
場
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
国
は
5
年
前
に
公

会
計
化
を
推
進
す
る
通
達
を
出

し
て
い
る
が
、
本
町
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

議員

　他
の
場
所
も
含
め
検

討
し
て
、
今
後
の
方
針

を
定
め
て
い
く
。

町長

　国
の
補
助
金
な
ど
を

獲
得
し
て
考
え
て
行
き

た
い
。
町長

　20
年
前
に
制
定
さ
れ

た
下
高
橋
官
衙
遺
跡
の

整
備
計
画
で
は
、
道
の
駅
を
含

議員

　汚
れ
の
ひ
ど
い
一
部

を
除
き
1
0
0
％
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
る
。

町長

　献
立
に
も
と
づ
い
て

発
注
す
る
こ
と
に
一
番

く
わ
し
い
の
は
、
献
立
を
作
成

し
て
い
る
栄
養
教
諭
な
の
で
、

そ
れ
を
今
ま
で
引
き
継
い
で
き

た
。
職
員
や
子
ど
も
た
ち
の
健

康
管
理
を
学
校
現
場
で
充
実
さ

せ
る
た
め
に
も
、
公
会
計
化
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

教育長

　公
会
計
化
の
導
入
は

時
間
を
か
け
検
討
、
研

究
を
し
た
い
。

教育長

　こ
れ
ま
で
も
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
や
商
品
券
、

小
・
中
学
校
の
給
食
費
、
保
育

園
の
副
食
費
へ
の
補
助
拡
大
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
引
き
上

げ
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

町長

　食
料
品
な
ど
の
高
騰

に
対
す
る
町
の
支
援
は
。

議員

　町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
守
る
た
め
、

米
の
消
費
拡
大
の
一
つ
と
し

て
、
米
を
町
民
に
配
布
す
る
考

え
は
な
い
か
。

議員

物
価
高
へ
の

　
　
　支援
状
況
は

町
長
臨
時
交
付
金
の
活
用

　
　
　も含
め
検
討

道
の
駅
を
下
高
橋

　

 

官
衙
遺
跡
付
近
に

か
ん

　が

町
長
他
の
場
所
を
含
め

　
　
　
　
　
　検討

　
「
ま
た
か
！
」
と
言
い
た

く
な
る
よ
う
な
値
上
げ
続

き
に
、
住
民
の
暮
ら
し
は

苦
し
く
な
る
ば
か
り
だ
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
ほ
か
の
道
の
駅
の
活
況

を
考
慮
し
て
も
10
億
円
以

上
を
町
民
に
還
元
で
き
る
。

官
衙
遺
跡
付
近
で
早
く
計

画
策
定
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
の
充
実
と
、
安
全
・
安
心

な
学
校
生
活
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。
早
急
に
検
討
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

る
。小
学
校
を
残
す
た
め
に
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
逆
算
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
に
あ
た
っ
て
い
る
。

20年前の計画には「道の駅」も

＊
そ
の
ほ
か
に
、
通
行
量

増
加
に
と
も
な
う
安
全
対

策
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

を
支
援
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
国
の
交
付
金
の
活
用
も

含
め
て
、
支
援
策
を
検
討
し
て

い
く
。

さ
れ
、
一
部
が
海
洋
投
棄
に
よ

り
環
境
問
題
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
。も
う
一
度
精
査
研
究
を
。

　9
％
の
利
用
率
が
多

く
の
意
見
と
は
受
け
止

め
が
た
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

議員

み
は
生
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
燃

や
す
の
が
理
想
で
あ
り
、
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。
環
境
配
慮

型
処
理
機
と
し
て
「
キ
エ
ー
ロ
」

の
普
及
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　学
校
給
食
費
の
徴

収
、
管
理
、
食
材
の
発

注
、
支
払
い
は
だ
れ
が
行
っ
て

い
る
の
か
。

議員

　栄
養
教
諭
や
養
護

教
諭
に
は
通
常
業
務

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
負
担
を
か

議員

む
多
く
の
施
設
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
通
り
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　一
か
ら
計
画
す
る
と

完
成
ま
で
に
平
均
8
年

を
要
す
る
が
、
す
で
に
整
備
計

議員

画
ま
で
で
き
て
い
る
場
合
は
１

年
で
で
き
る
。
官
衙
遺
跡
付
近

に
町
の
基
金
な
ど
で
物
産
直
売

所
を
造
っ
て
は
。

け
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
教
育
長
の
考
え
は
。

　教
職
員
の
働
き
方
改

革
は
急
務
で
あ
り
、
て

い
ね
い
な
指
導
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
余
裕
の
あ
る
時

間
確
保
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
保
護
者
の
利
便
性
の
向

上
や
徴
収
時
の
公
平
性
の
確

保
、
学
校
給
食
の
安
定
的
な
実

議員

施
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
給
食
費
の
公
会
計
化
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

※

キ
エ
ー
ロ
…
自
作
で
も
で
き

　る
簡
便
な
生
ご
み
処
理
機
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制
の

強
化
、
食
材
調
達
方
法
の
整
理

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

教育長

　給
食
費
の
徴
収
・
管

理
は
お
も
に
事
務
職
員

が
行
い
、
食
材
の
発
注
、
支
払

い
は
、
栄
養
教
諭
や
養
護
教
諭
、

管
理
職
、
給
食
担
当
な
ど
が
分

担
し
行
っ
て
い
る
。

教育長

　分
別
回
収
は
定
着
し

て
お
り
継
続
す
る
。「
キ

エ
ー
ロ
」
助
成
は
検
討
す
る
。

町長

　町
に
は
米
農
家
も
一

定
数
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
米
の
現
物
配
布
よ
り
も
、

必
要
な
も
の
を
購
入
す
る
こ
と

町長

　給
食
の
公
会
計
化
と

は
、
給
食
費
な
ど
の
取

り
扱
い
を
学
校
で
は
な
く
自
治

体
の
会
計
に
組
み
入
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
教
育
現
場
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
国
は
5
年
前
に
公

会
計
化
を
推
進
す
る
通
達
を
出

し
て
い
る
が
、
本
町
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

議員

　他
の
場
所
も
含
め
検

討
し
て
、
今
後
の
方
針

を
定
め
て
い
く
。

町長

　国
の
補
助
金
な
ど
を

獲
得
し
て
考
え
て
行
き

た
い
。
町長

　20
年
前
に
制
定
さ
れ

た
下
高
橋
官
衙
遺
跡
の

整
備
計
画
で
は
、
道
の
駅
を
含

議員

　汚
れ
の
ひ
ど
い
一
部

を
除
き
1
0
0
％
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
る
。

町長

　献
立
に
も
と
づ
い
て

発
注
す
る
こ
と
に
一
番

く
わ
し
い
の
は
、
献
立
を
作
成

し
て
い
る
栄
養
教
諭
な
の
で
、

そ
れ
を
今
ま
で
引
き
継
い
で
き

た
。
職
員
や
子
ど
も
た
ち
の
健

康
管
理
を
学
校
現
場
で
充
実
さ

せ
る
た
め
に
も
、
公
会
計
化
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

教育長

　公
会
計
化
の
導
入
は

時
間
を
か
け
検
討
、
研

究
を
し
た
い
。

教育長

　こ
れ
ま
で
も
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
や
商
品
券
、

小
・
中
学
校
の
給
食
費
、
保
育

園
の
副
食
費
へ
の
補
助
拡
大
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
引
き
上

げ
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

町長

　食
料
品
な
ど
の
高
騰

に
対
す
る
町
の
支
援
は
。

議員

　町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
守
る
た
め
、

米
の
消
費
拡
大
の
一
つ
と
し

て
、
米
を
町
民
に
配
布
す
る
考

え
は
な
い
か
。

議員

物
価
高
へ
の

　
　
　支援
状
況
は

町
長
臨
時
交
付
金
の
活
用

　
　
　も含
め
検
討

道
の
駅
を
下
高
橋

　

 

官
衙
遺
跡
付
近
に

か
ん

　が

町
長
他
の
場
所
を
含
め

　
　
　
　
　
　検討

　
「
ま
た
か
！
」
と
言
い
た

く
な
る
よ
う
な
値
上
げ
続

き
に
、
住
民
の
暮
ら
し
は

苦
し
く
な
る
ば
か
り
だ
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
ほ
か
の
道
の
駅
の
活
況

を
考
慮
し
て
も
10
億
円
以

上
を
町
民
に
還
元
で
き
る
。

官
衙
遺
跡
付
近
で
早
く
計

画
策
定
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
の
充
実
と
、
安
全
・
安
心

な
学
校
生
活
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。
早
急
に
検
討
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

る
。小
学
校
を
残
す
た
め
に
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
逆
算
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
に
あ
た
っ
て
い
る
。

20年前の計画には「道の駅」も

＊
そ
の
ほ
か
に
、
通
行
量

増
加
に
と
も
な
う
安
全
対

策
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

を
支
援
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
国
の
交
付
金
の
活
用
も

含
め
て
、
支
援
策
を
検
討
し
て

い
く
。

さ
れ
、
一
部
が
海
洋
投
棄
に
よ

り
環
境
問
題
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
。も
う
一
度
精
査
研
究
を
。

　9
％
の
利
用
率
が
多

く
の
意
見
と
は
受
け
止

め
が
た
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

議員

み
は
生
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
燃

や
す
の
が
理
想
で
あ
り
、
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。
環
境
配
慮

型
処
理
機
と
し
て
「
キ
エ
ー
ロ
」

の
普
及
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　学
校
給
食
費
の
徴

収
、
管
理
、
食
材
の
発

注
、
支
払
い
は
だ
れ
が
行
っ
て

い
る
の
か
。

議員

　栄
養
教
諭
や
養
護

教
諭
に
は
通
常
業
務

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
負
担
を
か

議員

む
多
く
の
施
設
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
通
り
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　一
か
ら
計
画
す
る
と

完
成
ま
で
に
平
均
8
年

を
要
す
る
が
、
す
で
に
整
備
計

議員

画
ま
で
で
き
て
い
る
場
合
は
１

年
で
で
き
る
。
官
衙
遺
跡
付
近

に
町
の
基
金
な
ど
で
物
産
直
売

所
を
造
っ
て
は
。

け
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
教
育
長
の
考
え
は
。

　教
職
員
の
働
き
方
改

革
は
急
務
で
あ
り
、
て

い
ね
い
な
指
導
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
余
裕
の
あ
る
時

間
確
保
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
保
護
者
の
利
便
性
の
向

上
や
徴
収
時
の
公
平
性
の
確

保
、
学
校
給
食
の
安
定
的
な
実

議員

施
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
給
食
費
の
公
会
計
化
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

※

キ
エ
ー
ロ
…
自
作
で
も
で
き

　る
簡
便
な
生
ご
み
処
理
機
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議
会
に
は
、行
政
へ
の
監
視
機
能
を

十
分
に
果
た
す
た
め
に「
百
条
調
査

権
」と
呼
ば
れ
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　大
刀
洗
町
議
会
で
も
、12
月
議
会
の

最
終
日
に
、こ
の
調
査
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。議
会
の
調

査
権
は
、警
察
の
捜
査
な
ど
と
は
異
質

な
も
の
で
す
。町
の
行
財
政
運
営
に
お

い
て
、町
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
適

正
な
事
務
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、公

金
の
支
出
や
人
事
管
理
に
問
題
が
な

か
っ
た
か
な
ど
、実
態
を
把
握
し
、今
後

慎
重
に
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

議
長

　高橋  

直
也

手 話 通訳あります

議会だよりの全文朗読をCDに収録
して自宅にお届けします。

本会議などに手話通訳者
を配置できます。

お問い合わせ
社会福祉協議会 ℡77-4877

お問い合わせ
議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

声 の議会だより
お届けします

　一般質問で、町長などが「検討す
る」と回答した場合、質問者は次の
定例会までに検討状況の報告を求め
ることができます。
　9 月議会の質問に対する町の回答
をお知らせします。

12月議会では多くの皆さんにお越し
いただき、のべ傍聴者は38名でした。
　傍聴アンケートや、定例の議会モニ
ターさんとの懇談でのおもなご意見を
紹介します。いただいたご意見は、今後
の議会運営や議員活動に生かします。

どうなった
あの

どうだった？ 今回の今回の今回の議会

どうなったどうなったどうなった
質問

　部
活
動
の
地
域
移
行
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
。

①
10
月
18
日
に
第
２
回
協
議
会
を
開
催
し
、
部
活

動
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

②
今
年
度
中
に
外
部
指
導
員
を
必
要
と
す
る
部
活

動
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
ス
ポ
ー
ツ

団
体
な
ど
へ
部
活
動
の
受
け
入
れ
や
外
部
指
導

員
と
し
て
の
協
力
の
可
否
に
つ
い
て
調
査
予
定
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は

（
平
田
康
雄
議
員
）

問

対
応
中

答

　戦
後
80
年
を
機
に
、
戦
争
や
平
和
に
関
す
る
事

業
や
特
集
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

①
戦
没
者
慰
霊
祭
へ
の
中
学
生
の
参
加
を
検
討
中
。

②
町
内
戦
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
戦
争
に
関

す
る
人
権
朗
読
会
、
図
書
館
で
の
平
和
特
集
は

実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
特
集

が
で
き
る
か
検
討
中
。

反
戦
平
和
の
特
集
・
発
信
を
（
平
山
賢
治
議
員
）

問

検
討
中

答

9月定例会

町の政策にもの申す

議会運営や質問のありかたは

なぜ百条委員会設置か
町の政策と論戦

●見守り隊への支援については、いつ
までに方針を出すのか踏み込んで質
問してほしかった。
●青パトの車両が一般人用の保険に加
入していなかったのは驚き。私も運
転したことがあるので。
●小学校の統廃合は、何人を下回った
ら検討するのかなど、具体的に確認
すべきでは。
●高齢化と、70過ぎても働く人が多く
なり地域の役職が回らないのでもっ
と簡素化を。

●書類の自作は2年前の話なのに、なぜ
今まで明らかにならなかったのか。
●旅費の不正問題は住民として納得が
いかないので、今後明らかにしてほ
しい。
●百条委員会を設置する以外に解決す
る方法はなかったのか。
●百条委員会は最終的にどのような結
論を見据えているのか。

●行政が正常に運営されているのか不
安。議会として徹底的に調査し正し
てほしい。
●解決済みの問題に時間をかけるよ
り、現在の課題に対する前向きな議
論がほしい。
●質問と答弁の食い違いが大きいので
は。スムーズな議論を期待したい。
●議会だよりは、議員の動きや町のこ
とが分かるので毎回読んでいます。

●不審者情報が増えているなかで、見
守り隊の役割や支援はさらに重要と
思う。
●中学校の35人学級実施は国の政策を
待つのではなく、町独自に対応でき
ないか。
●小学校の統廃合は避けて、都会に出
なくても地元で生活できる政策づく
りが必要。

追跡
リポート

傍聴席から
モニタ
ーさ
ん

　
　
か
ら
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議
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に
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の
監
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を

十
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す
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調
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権
」と
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る
権
限
が
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え
ら
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て

い
ま
す
。

　大
刀
洗
町
議
会
で
も
、12
月
議
会
の

最
終
日
に
、こ
の
調
査
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。議
会
の
調

査
権
は
、警
察
の
捜
査
な
ど
と
は
異
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な
も
の
で
す
。町
の
行
財
政
運
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に
お

い
て
、町
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
適

正
な
事
務
が
執
行
さ
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て
い
る
か
、公

金
の
支
出
や
人
事
管
理
に
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題
が
な

か
っ
た
か
な
ど
、実
態
を
把
握
し
、今
後

慎
重
に
調
査
が
行
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る
こ
と
に
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り

ま
す
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直
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議会だよりの全文朗読をCDに収録
して自宅にお届けします。

本会議などに手話通訳者
を配置できます。

お問い合わせ
社会福祉協議会 ℡77-4877

お問い合わせ
議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

声 の議会だより
お届けします

　一般質問で、町長などが「検討す
る」と回答した場合、質問者は次の
定例会までに検討状況の報告を求め
ることができます。
　9 月議会の質問に対する町の回答
をお知らせします。

12月議会では多くの皆さんにお越し
いただき、のべ傍聴者は38名でした。
　傍聴アンケートや、定例の議会モニ
ターさんとの懇談でのおもなご意見を
紹介します。いただいたご意見は、今後
の議会運営や議員活動に生かします。

どうなった
あの

どうだった？ 今回の議会

質問

　部
活
動
の
地
域
移
行
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
。

①
10
月
18
日
に
第
２
回
協
議
会
を
開
催
し
、
部
活

動
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

②
今
年
度
中
に
外
部
指
導
員
を
必
要
と
す
る
部
活

動
を
調
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し
、
そ
の
結
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を
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ま
え
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な
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の
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け
入
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や
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指
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の
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の
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に
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調
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定
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に
、
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和
に
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事

業
や
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で
は
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①
戦
没
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霊
祭
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の
中
学
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検
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朗
読
会
、
図
書
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る
が
、
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特
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が
で
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検
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中
。

反
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平
和
の
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議会運営や質問のありかたは

なぜ百条委員会設置か
町の政策と論戦

●見守り隊への支援については、いつ
までに方針を出すのか踏み込んで質
問してほしかった。
●青パトの車両が一般人用の保険に加
入していなかったのは驚き。私も運
転したことがあるので。
●小学校の統廃合は、何人を下回った
ら検討するのかなど、具体的に確認
すべきでは。
●高齢化と、70過ぎても働く人が多く
なり地域の役職が回らないのでもっ
と簡素化を。

●書類の自作は2年前の話なのに、なぜ
今まで明らかにならなかったのか。
●旅費の不正問題は住民として納得が
いかないので、今後明らかにしてほ
しい。
●百条委員会を設置する以外に解決す
る方法はなかったのか。
●百条委員会は最終的にどのような結
論を見据えているのか。

●行政が正常に運営されているのか不
安。議会として徹底的に調査し正し
てほしい。
●解決済みの問題に時間をかけるよ
り、現在の課題に対する前向きな議
論がほしい。
●質問と答弁の食い違いが大きいので
は。スムーズな議論を期待したい。
●議会だよりは、議員の動きや町のこ
とが分かるので毎回読んでいます。

●不審者情報が増えているなかで、見
守り隊の役割や支援はさらに重要と
思う。
●中学校の35人学級実施は国の政策を
待つのではなく、町独自に対応でき
ないか。
●小学校の統廃合は避けて、都会に出
なくても地元で生活できる政策づく
りが必要。
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筑前町「みなみの里」の運営は

国保制度や町の健診状況を調査

　町が道の駅の検討を始めたことを
踏まえ、筑前町を訪問し運営方法を

学びました。
　みなみの里は筑前町とＪＡ、商工会の出資
で株式会社を立ち上げ、平成21年に開業し
ました。毎年売り上げを伸ばし、昨年は8億
円を超え町内の出店者に大きな利益を生み
だしています。また、県道の整備もあわせ、
県行政も巻き込み現在に至っています。

　このほかに、11 月23 日にも委員会をひら
き、新しい会計方式に変更した下水道事業
会計について担当課から説明を受けました。

10
29

11
29

10
29

　国民健康保険制度は、現在は市町
村ごとに運営され、財政のみが都道

府県単位で扱われています。
　日本の皆保険制度は、受診者が医療機関
を自由に選択でき、一定の負担で医療サー
ビスを受けられますが、国保は財政基盤が
弱いため保険料の負担が重いなどの問題が
あります。
　今後、保険料額を県単位で統一するなど
の改定が予定されており、委員からも今後
の保険税やサービス水準について、懸念や
質問が出されました。

　いっぽう、大刀洗町の定期健診は受診率
が高く、特定検診やがん検診など多くのメ
ニューが充実しています。集団健診では多

様な予約方法やメニュー選択などで、受診
しやすい制度が構築されています。

広報委員会 「伝わる広報」作成のために

議会活性化委員会

大刀洗町としても場所
や規模、生産者の動向な
どをよく調査するよう求め
ます。

ココを
生かす

議会ホームページのリ
ニューアルも含め、多様
な手段で伝わる広報を実
践します。

ココを
生かす

　今後は、他の市町村に
ない大刀洗町独自の充実
した検診項目、内容などを
もっと積極的にPRするこ
とが必要と感じました。

ココを
生かす

　県町村議長会主催の広報研修会
が開かれ、5名で参加しました。

　講師の金井茂樹先生から「伝わる議会報
の企画と編集」と題して、広報を出す目的や
ターゲット、広聴活動との連携、先進的な企
画などをくわしく紹介していただきました。
　伝わる広報作成には日々努力しています
が、若い世代向けの思い切った企画を考え
ることや、デジタル媒体との連携など、引き
続き取り組みます。

　このほか、9月には全国研修会受講や神奈
川県開成町議会への先進地視察を実施しま
した（前号で既報）。

11
25

視察を受け入れました

　議会活動について、全国からの視察を受け入
れ、活発に意見交換しています。

10/11 宮崎県東臼杵郡議長会（議会活性化）

10/30 愛知県阿久比町議会（以下広報）

11/7 愛知県常滑市議会

11/7 新潟県聖籠町議会

11/20 徳島県北島町議会

総務文教厚生委員会

古賀委員長
平山委員長

松本委員長

　議員の報酬や待遇、政務活動費の是非
について、全国町村議長会が示した新し
い指針や、他の議会の数値も比較しなが
ら検討しています。
　議会活動に必要な政務調査ができる制
度や、若い世代も立候補できる条件整備
など、課題解決のため調査を続けます。

　大刀洗町議会も10月にタブレットを導
入し、紙の資料を順次削減しデータへの
移行を始めました。
　定期的に操作の学習会をひらき、早く
慣れるようがんばっています。

ペーパーレスで第一歩

政務活動費の新設を検討

生活習慣の改善も大切
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スマートフォンからも
ご覧いただけます

ここをクリック

インターネット配信やってます 次回定例会の予定
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☎77-4112（議会事務局）

3月18日（火）、19日（水）
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QRコードから
アクセス

聞き手から
（大石）
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　大
刀
洗
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自
然
が
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か
で
い
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と
思
い
ま
す
。た
だ
学
校
の
帰
り
道

に
街
灯
が
少
な
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の
で
増
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し
て
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と
と
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隈
は
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が
狭
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い
で
す
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　近年
、議
会
で
は
議
案
の
否
決
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正
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あ
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